
 

 

 

 

 

 

 

                                                 校  長  

 

明日からいよいよ夏休みが始まります。期間は３５日もあります。とても長いこの期間をどのよ

うに過ごすか。３５日もあるからといって、やるべきことを後回しにしたり、無計画に貴重な時間を

消費してしまったりしてはもったいないですね。学校で過ごしていた日中の時間を有意義に過ごし、

心身ともに成長できる夏休みにしたいものです。 

さて、そんな夏休みについて、今日の終業式では、子どもたちに以下の３つのことを伝えました。 

１つ目は、通常の学校生活では体験できない、「夏休みだからこそできること」に取り組めるとい

うことです。夏休みは、普段学校で過ごしている日中の時間を何かに充てること

ができます。午前中にその日に取り組む学校からの課題を終えても時間はまだた

っぷりあります。「夏休みだからこそできること」であれば、それは「活動にじっ

くり時間をかけられる」ということになろうかと思います。「動植物を毎日観察す

る」「毎日日記を書く」「絵画や工作にたくさん時間をかけて大作を制作する」「じ

っくり時間をかけて科学研究に取り組む」「毎日早朝ランニングをして体力をつ

ける」など、継続的に毎日活動に挑める絶好の機会です。是非、「今年の夏休みは〇〇をがんばった

よ」と、自分の成長を実感できる休みにしてほしいなと思います。 

２つ目は、自分の夏休みの目標や計画を忘れず、実行するということです。夏休みは、自由な時間

が増える分、自分で判断し、行動する時間も増えます。学校で過ごしていた時よ

りも、「自分の気持ち・心構え」が重要になります。特に休みの後半は、徐々に気

持ちも緩みがちになり、計画への取組がうやむやになることが少なくありません。

上記の「夏休みだからこそできること」もそうですが、自分の夏休みの計画とし

っかりと向き合い、継続的に実行できるかがとても重要です。この実現について

は、ご家庭の協力が不可欠です。自主的に自分の計画を実行できている時は大い

に褒め、そうでない時には、促していただき、自分の決めたことに責任をもってやり遂げる気持ちや

態度を育んでいきたいものです。ご協力をお願いいたします。 

３つ目は、「パリオリンピック」のテレビ観戦と応援です。３年前の東京オリンピックはコロナ禍

であり、やや盛り上がりに欠ける大会となりました。日本を代表するトップアスリートが、人生をか

けて挑む競技の様子やエピソード、レース後のインタビューに注目してほしいなと思います。出場

する代表の選手の多くは、幼少のころから「オリンピック出場」を目標に掲げ、想像を絶する練習を

日々積み重ねてきた方ばかりです。メダルの獲得は、活躍を応援する国民とし

てもちろんうれしいですが、たとえメダルに手が届かなくても、晴れの舞台で

目標に向かって挑む清々しい選手の姿を映像を通して観戦し、感動とともに記

憶に留めてほしいなと思います。 

２学期の始業式では、パリオリンピックを振り返りながら、「目標に向かって

努力する大切さ、素晴らしさ」について、話ができればと思っています。 
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有意義な夏休みに 



【尾瀬学習に行ってきました】 

 

＜８・９月の主な予定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６日（月）敬老の日 

１８日（水）児童朝会（激励会）・避難訓練 

１９日（木）親善陸上大会（午前）・委員会 

２２日（火）秋分の日（２３日振替休日） 

２５日（水）音楽朝会 

２６日（木）クラブ 

２７日（金）市内科学研究発表会 

３０日（月）全校朝会・元気アップ週間（～10/6） 

２９日（木）２学期始業式 ４時間授業（給食あり）            

３０日（水）発育測定（高） 

９/２ （月）発育測定（中）           

３日（火）発育測定（低）          

４日（水）生活朝会・校内科学研究発表会 

５日（木）委員会 

６日（金）学習参観・懇談会・ＰＴＡ環境整備作業 

１２日（木）クラブ 

７月３・４日に、５年生は、尾瀬学習に行ってきました。今年度は、尾瀬沼を中心に活動するとい

う計画でした。子どもたちは、奥只見湖を船で渡り、尾瀬の入口である沼山峠に着くと、アップダウ

ンを繰り返して山を抜け、美しい草花や景色を眺めながら尾瀬沼の木道を根気よく歩きました。ま

た、めったに見ることのない野生の小動物「オコジョ」に遭遇することができ、みんな大喜びでした。

この他にも体験活動を通して尾瀬の自然をたっぷりと味わい、自然を守るための様々な取組につい

てもしっかり学び、充実した２日間を過ごすことができました。 

 

―御礼―    
７４日間の１学期が終わりました。この間、学校では、毎日の教室での授業や校外学習、学級での集

団生活、運動会や遠足、修学旅行、尾瀬学習等の学校行事を通して、子どもたちの学力向上や豊か
な心の育成、たくましい体づくりに取り組んでまいりました。子どもたちは、一人一人が自分なりの目標をもっ
て上記の教育活動に精一杯取り組み、様々な「ひと・もの・こと」と出会い、関わりを通して、心身ともに確
実に成長いたしました。この当校の教育活動の充実は、当校教職員だけでは成しえません。保護者・地
域の皆様のご理解とご協力があったからこそ、と強く思っております。また、全校８０人の子どもたちが大きな
事故やけがもなく、安全に安心して、元気に学校生活を送ることができたことも、同様に皆様の支えのおか
げと思っております。心より感謝申し上げます。ありがとうございました。２学期も職員一同、子どもたちの健
やかな成長のために精一杯頑張ります。変わらぬご支援・ご協力をお願いいたします。 

 今年度、伊米ヶ崎小学校は創立１５０周年を迎えました。現在、実行委員会を中心に、記念式典
や祝賀会、各記念事業につきまして、取組を進めているところです。また、創立記念事業の実施に
係る予算につきましては、春のＰＴＡ総会でご説明しましたとおり、積み立てや市からの補助金の他
に学区伊米ヶ崎地域の皆様からご寄付を募る方向で計画させていただいております。 
 どうぞ、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

～創立１５０周年記念事業実施について（お願い）～ 


